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多様な言語活動 を通 して、伝 え合 う力 を育てる指導の在 り方

1主 題設定の理由

1高 校生の言語生活

豊か な現代社会 に生 きる高校生 たちの多 くは、明る く会話 を楽 しんでいる。コ ンピュ ー タ

等 興味 をもってい る対象 をめ ぐって、積極 的 に話 し合 う姿 を見 かける。共通 した話題 があ れ

ば、互いがす ぐに友 人 となる機会 も多い ようであ る。 しか し、例 えば携帯電話 な どでの彼 ら

の会話 は、一見非常 に活発で はあるが、対象 も表現 方法 も限 られが ちである と思 われる。 こ

れか らの社会 では、仲 間同士 に限 らず 、考 え方や感 じ方の異なる他者 とも意思 を疎 通 させ 人

間関係 を築 くこ とが必要 になって くる。

2国 語科学習指導 の方向

この ような高校生 の言語活動 の状況 には、授業の在 り方 も関係 している。た とえば、話 合

い ・ス ピーチ な どの言語活動 を授業で取 り上げ る際に も、「話す こ と」 の指 導 とと もに 「聞

くこ と」 の指導が 十分 な されなければ、言語活動 も一方通行 の まま終 わって しまう。生徒 に

自 らの言葉で考 え させ る機会 を十分 に設け、生徒の言語 活動 を組織化 しなければ、 日常生 活

に役立つ言語 能力を育てるこ とは難 しい。

平成11年3月 に告示 された高等学校学習指導要領 ・国語の 目標 には、 「国語 を適切 に表 現

し的確 に理解す る能力 を育成 し、伝 え合 う力 を高める とともに、思考力 を伸 ば し心情 を豊 か

に し、言語感覚 を磨 き、言語文化 に対す る関心 を深め、国語 を尊重 してその向上 を図 る態 度

を育 てる。」 とあ り、「伝 え合 う力」 を育成す ることが強調 されている。 また、指導 内容 の第

一 に 「話す こ と」 「聞 くこと」 を挙げ、読解 に偏 らず 、論理的 に意見 を述べ た り、相 手 の考

えを尊重 して話 し合 った りす るな ど、 目的や場 に応 じて適切に表現す る力 を育 てる ことの重

要性が示 されている。

3研 究 のね らい

私 たちの生活 は言語 活動 を中心 に成 り立 ってい る。 自己 を表現 し、相手 を理解す る こ とが

人間 関係づ くりの基盤である。この ような言語能力 を実際の場 で活用 するためには、そ れぞ

れ の場 に応 じた、多様 な言語活動 を通 して指導す ることが必要 である。本研 究では 「伝 え合

う力」 を 「言語 表現 による 自己 と他者の相互理解、感性 と思考力 ・表現 力の相互啓 発のカ」

と設定 し、「伝 えるこ と」 を 「伝 え合 うこと」 に高 めるこ とで 、 自 らを表現 す る意欲 と と も

に、他者 を理解 する態度 を育 て ようと考 えた。例 えば音声 言語活動 については 「話 す こと」

と同時に 「聞 くこと」の指導 を、文字言語活動 については 「書 くこと」 と同様 に 「読むこと」

の指導 に注 目したが、それは従 来型 の授業 を改善 し、生徒 の学 習活動 を変 えることに もつ な

が る。加 えて、 コンピュー タ、電子機器等の発達が、言語の在 り方に も影響 を与 えてい る こ

とを踏 まえた指 導の工夫 も必要 である。 さらにその上で、音声 言語 と文字言語の特 質 を生 か

し、で きるだけ多様 な言語活動 を授業 の中に位置付けた。

以上 、本研 究 においては、今 後特 に求 め られてい く 「伝 え合 う力の育成」 を研 究のね らい

として、上記 の ような研 究主題 を設定 した。
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H主 題解明の方法

1研 究 の方法

本研究 にお いては標記 の研 究主題 を解明す るための具体的指針 として、 まず以下 の4項 目を

設定 し、その上 で各実践 が有機 的な関連 を もつ ように検討 した。

① 関心 ・意 欲 … … 他 者 へ の 関 心 を もち 、 自 ら考 え、 表 現 しよ う とす る意 欲 を高 め る 。

②表現力

③理解力

言語感覚 を磨 き、 自らの考 えを 目的や場 に応 じて適切 に表現 する。

他者の考え方 を理解 し、 ものの見方や考 え方 を深める。

④伝 え合 うカ ……他者の理解状 況 を推察 しなが ら、お互い に表現 し合 う。

具体 的実践 と して は、音声 言語活動 として、ス ピーチ と話合い を、 また文字言語活動 と して、

和歌 の創作 と説 明文の作 成 をそれぞれ中心 的な言語活動 とす る、四つの研 究授業 を行 った。各

指導 法 とも2～3校 で研 究授 業 を行 い、その都度 、指導内容 ・方法 を再検討 し、改善 を加 える

とともに、生徒 や学校 の実態 に応 じて教材 の開発や指導方法の工 夫 を重ねた。

2研 究 の内容

「能動的 な聞 き方 を と話合い の学習 を通 して、伝 え合 う力 を育て る指導」 で は、 まず3回 の

演習(「 聞 き取 り演習」「YES・NOゲ ーム」 「三者 イ ンタビュー」)を 行 い 、 「聞 く」 ことの

重要性 を指導 した上で、3人 一組 のグループによる 「話合い」 の実践 を行 った。それぞれの グ

ループの3人 の うち、二 人が 「話 し手」、 もう一 人が 「話合い コーデ ィネー ター」 とな り、話

合 いを進行 ・整理 ・調整 ・記録す る。個 々の生徒が各 役割 を体験す る 中で 、 「話合 い にお け る

聞 き手 の重要性」 を学 ぶ よう指導 した。

「聞 き手 を意識 したス ピーチ を通 して、伝 え合 う力 を育 てる指導」 で は、 写真 を題材 と して

の グループによるス ピーチを行 った。生徒 は問題意識 を もって写真=情 報 を と らえ 、 「真 の豊

か さ とは何か」 とい う共通 のテーマに沿 って、各 グループの論 を組 み立 てる。次 にその論 を的

確 に伝 えるため には、 どの ような表現の工夫が必要かを考察 し、発表す る。この学習の過程で、

「考 える力」 を 「話す力」 と 「聞 く力」 とに結 び付 け、発信のみ に終 わ らないス ピーチ とな る

よう心掛 けた。

「古典 に親 しむ学習 を通 して、伝 え合 う力 を育 てる指導」では、『伊勢物語』の第23段 を教 材

と して取 り上げ 、グループによるス トーリーとそれに基づ く個人 による短歌の創作 を行い、 そ

の後 、逆 に短歌 の発表 か ら創作意図 を考 えさせる実践 を行 った。古典 に親 しみ なが ら言語感 覚

を磨 き、 また創作 を通 じて古典作品 に立 ち返 り、古代 の人々が心 を伝 え合 う一つの手段 として

の和歌の意義 と歌物語 の構造 を理解 させ るよう指導 した。

「説 明文 を書 くことを通 して、伝 え合 う力 を育て る指導」では、Eメ ー ルに よるや りと りを

前提 と した学校 間での トラ ンプゲームの説明 を行 った。一方の高校か ら、ゲ ームの方法 を文章

化 した説明文 を相手 の高校 に送 る。説明が足 りず分 か りに くい箇所 は再度確認す る。 この 交換

か ら電子通信機器 を利用す る際 に求め られ る国語力 の育成 を図 った。高度情報化時代 を迎 え、

未知の人間同士が未知の 内容 を伝 え合 う状況が ます ます増 えてい るこ とを踏 まえ、実用的 な文

書 において 『伝 え合 う力』 をどの ように育成するかを検討 し、考察 した。
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1皿 研 究構 想図

社会的背景 高校生の言語生活(問 題点) 教育課題

・情報の高度化
・国際化
・人間関係の希薄化
・生涯学習社会

・表現に対する自信の欠如
・表現手段、方法に関する知識、
能力不足

・中央教育審議会答申

1
・教育課程審議会答申

↓
・新学習指導要領告示

「国語を適切 に表現 し、的確
に理解する能力の育成」
「言葉で伝え合 う能力の育成」

今までの国語教育(反 省点)
・教え込むことを中心とした授業
・文学的文章の詳細な読解に偏 っ

た授業

研究主題 多様な言語活動を通 して、伝え合う力を育てる指導の在 り方

1
(伝え合う力とは)言 語表現 に よる自己 と他者 との相互理解 ・相互啓発の力

、

(指導内容)① 他者への関心をもち、自ら考え、表現 しようとする意欲を高める。(関 心 ・意欲)
②言語感覚を磨 き、自らの考えを目的や場に応 じて適切に表現する。(表 現力)
③他者の考え方を理解 し、 ものの見方や考え方を深める。(理 解力)
④他者の理解状況を推察 しながら、お互いに表現 し合う。(伝 え合 う力)

1噛1
音声言語による活動 これか らの国語教育

・生徒の主体的な学習

を支援する授業
・課題解決能力の育成
・音声言語 と文字言語

それぞれの特質を踏
まえたバランスのと
れた授業

文字言語による活動

実践1 実践 皿

能動的な聞 き方 と話合いの学習を
通 して、伝え合 う力を育てる指導

(3人 一組による話 し合い)
・聞 くことの重要性 を理解する。
・聞 き手の姿勢 と役割 を学ぶ。
・話合いを通 して自己の考えを確

立 し、他者への理解 を深める。

古典に親 しむ学習 を通 して、伝え
合 う力 を育 てる指導 一伊勢物語
「筒井筒」一

(グループによる和歌の創作)
・伝え合いに必要な言語感覚を磨

く。
・和歌 という日本独特のコミュニ

ケーシ ョンの手段 に親 しむ。

実践 ∬
実践IV

聞 き手を意識 したスピーチを通 し
て、伝え合 う力 を育てる指導

(写真を用いたグループスピーチ)
・問題意識をもち、主体的に考え
をまとめる。

・発表者 と聞き手の質疑応答を重

視 し、相互理解 ・相互啓発を深
める。

説明文を書 くことを通 して、伝え
合う力を育てる指導
(学校間でEメ ールの交換)
・目的や相手、場に応 じて表現す
る力を育てる。

・文章のや りとりを通 して、他者
への関心、理解を深める。

・言葉で伝 え合う力 ・相手を尊重する心

・豊かな人間関係 を築 くために必要な相互理解 と相互啓発の力
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IV伝 え合 う力 を育 て る た めの 年 間 指 導 計画 案

1作 成上 の留意点

(1)こ の年 間指導計画 は、新学習指導要領 「国語総合」(4単 位)を 想定 して作成 した。

(2)「 話す こ と ・聞 くことを主 とす る指導」 に15時 間、「書 くことを主 とす る指導」 には30時

間を配当 して作 成 した。

(3)新 学習指 導要領 「3内 容の取扱 い」 に示 されてい る言語活動例 を、各単元 に位置付けた。

2「 国語総合」音声言語表現年間指導計画案

学期 単 元 時数 目 標 指 導 事 項 学 習 活 動

能動的な聞 き方 6 .・聞 くこ との 重 要 性 。よ り良 い 聞 き方 を 身 。録 音 テ ー プ の 内

と話合 い を理解する。 に付 け させ る。 容 を第三者に伝

指導の案銭1参 照 ・聞 き手の姿 勢 と役 。「話合 い コーデ ィネ ー え る 。

割 を学 ぶ 。 ター」の役割 を学 ば ・「三 者 インタビュー」

。話 合 い を通 して 自 せ る 。 を行 う。

i 己の考え を確 立 し 。自分の意見 を適切 に 。「3人 一 組 の 話

他者へ の理解 を深 表 現 させ る。 合 い 」 を行 う。

め る 。 。話合い を通 して 自己 。話合 いの内容 を

の考 えを深 め、他者 報告 する。

の立場や考えを理解 。意 見 文 を書 く。

さ せ る 。

聞 き手 を意識 し 6 。問題意識 を もち主 。情 報(写 真)を 問 題 。グ ル ー プで 写 真

た ス ピー チ 体的 に考 えを まと 意識 を もって とらえ、 の論点 を話 し合

髭導の実践鉦参照 め る 。 考えを構築 させ る。 う 。

。質疑応 答 を重視 し、 。メ モ を活 用 し、 表 現 。ス ピ ー チ 原 稿
、

相互理解 ・相互啓 の仕方を工夫 させ る。 発表 メモ を作 る。

2 発 を深 め る。 ・質疑 応 答 に よ り、 考 ・ス ピ ー チ を 行 い
、

え を深 め させ る。 質疑応答 をする。
。相手の立場 や考 え を 聞 き手 は ス ピー

尊重 して評価 させ る。 チ を評価 する。

。発表者 は 自己評

価 をす る 。

報告 ・発表 3 。事実 を正確 に伝 え 。自己の体験 を事 実 に 。客観 的な事 実 を

る 。 基づいて報告 させる。 集 め カ ー ドに書

・収集 した資料 を活 。必要に応 じて収 集 し
く 。

用 して 、効 果 的 に た資料 な どを活用 し 。カ ー ドを取 捨 選

3 発 表 す る 。 て発表 の仕方 を工 夫 択 し、報告 文 を

さ せ る 。 作 成 す る。

。聞 き手の状況 を意識 。報告文 を発 表す

しなが ら発表 させ る。 る 。

。発 表 を評価 す る。
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3「 国語総合」文字言語表現 年間指導計画案

学期 単 元 時数 目 標 指 導 事 項 学 習 活 動

文字言語表現 i 原稿用紙 の使 い方 に 。句 読 点 、 記 号 、 改 ・意 された文章 を実 際

の基本1 慣 れ る 。 行 な どを適切 に理 に原稿用紙 に書 く。

解 させ る。

文字言語表現 2 短い文 を書 くこ とに 。言葉 の意味の面 か 。用意 され た言葉 か ら

の基 本2 慣 れ 、 表 現 しよ う と らの連想 ・論理 的 短文 を作 る。

す る意欲 を高める。 なつ なが りに着 目 ア 、名 詞 、接 続 詞

して イ メ ー ジ を引 イ 、慣 用 句 、 四 字 熟

き出 させ る 。 語

i

手紙文 を書 く 3 表現 しよう とす る内 。頭 語 、結 語 、 時 候 ア、高校生活 の近況 を

容 を、相手や場 に応 の あ い さつ 、 文 体 知 らせ る手 紙

じて表 現 す る。 に注意 して表現 さ イ 、 お礼 、 感謝 の 手 紙

せ る 。

説明文 を書 く 6 相手 の立場 に立 っ て 。相 手 に伝 わ る よ う 。トラ ン プの 遊 び 方 を

正確 に、分 か りやす に、適切 に表現 す 説明 し、相手の指 摘

指導の実践N く表現す る力 を育 て る こ との 難 し さ に を受けて、文章 を修

参照 る 。 気付かせ る。 正 を して い く。

意見文 を書 く 7 自 らの もの の 見 方 ・ 。反論 を予 想 して 、 。新 聞 の コ ラ ム を 基 に

考 え方 を深める とと 簡潔 に意見 を ま と して、自分の意 見 を

もに、考 えを筋 道 立 め る 。 ま と め る 。

て て 述べ る 。 。多 くの意 見 を聞 き、 。ク ラ ス の人 の 意 見 文

互 いの立場や 考 え の発表 を聞 き、 自己

を理解 し尊重 す る の 考 え を深 め る 。

2 こ とを学 ばせ る 。

和歌の創作 4 和 歌 とい う コ ミュ ニ 。登場 人物 の気 持 ち 。歌物語 の登場 人物 の

ケ ー シ ョ ン手 段 に 親 を表現 す る に は 、 気持 ちを考 え、和 歌

指導の案践 皿 しむ こ とに よ り、 伝 どの ような言 葉が の創作 をす る。

参照 え合 う力 を育 てる。 適切か考えさせる。

宣伝 ・広 告文 3 相手の反応 や理 解 の 。反応 を考 えてキャッ 。キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 、

を書 く 状 況 を推察 しなが ら チ フ レー ズ を考 え ア ピー ル ポ イ ン トを

簡潔で効果的な表現 る 。 考 え、それ を基 に し

を心 が け る 。 。ア ピール ポ イ ン ト て催 し物の宣伝文 を

の生かせ る宣伝 文 書 く 。

3 を考 え させ る。

自分 史 を書 く 4 自己 を見つめ表現 す ・収 集 した情 報 、 資 。自分 史年 表 を作 成 し、

る と と も に、 他 者 へ 料 を整理 して 、人 それ を基 に自分 史 を

の関心、共感 を深 め 生の記録 として の 書 く 。

る 。 自分史を書かせる。 友人 の発表 を聞 く。
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V指 導 の 実 際

1能 動 的な聞 き方 と話合いの学習 を通 して、伝 え合 う力 を育 てる指導の工夫

1.単 元名 伝 え合 う力 を育て るための能動 的な聞 き方 を学ぶ。

(「国語II」 「現代語」)※ 研究授業 は 「国語II」 で実施 。

2.教 材 様 々 な言語情報(聞 き方の演習 ・話合 い ・報告ス ピーチ ・意見文)

3.単 元の 目標

(1)聞 くことの重要性 に気付 き、様々な聞 き方 を学ぶ 。

(2)話 合 い を構 築す るような積極的 な聞 き方 を身に付 ける。

(3)自 分の意見 を相手 に筋道立てて話す力 を身に付 ける とと もに、他者の意見 も受け止め 、

要 点 をとらえることがで きる力 を身 に付 ける。

(4)話 合い を通 して 自己の考 えを深め、他者 の立場や考 え及 び心情 を理解す る。

4、 単 元設定 の理 由

大人 たちか らは若者 との コ ミュニケー シ ョンの困難 さを嘆 いて もらす 「何 を聞い て も、"う

ん""べ つに"と 、一語で しか答 えない。」等の発言が聞かれる。 けれ ど も、 物静 か に知識 を

受 け取 る姿勢 を是 と し、音声言語教育 を十分 には指導 してこなか った責任 も大 きいので はない

か。近 年、音声言 語教育の重要性 が見直 されてはいるが 、「報告」 や 「ス ピー チ」 等 の一 方通

行の発信指導 に偏 りが ちで、「対話」 「会話」 「討論」等 の相互交信 を深 め る指導 は 、立 ち後 れ

てい るのが現状 であろ う。

一方 、生徒 を取 り巻 く社会状 況の変化 には 目ま ぐる しい ものがある。携帯 電話やPHSに 代

表 されるモバ イル機 器ば急速に普 及 してお り、我 々の生活 に欠かせない もの となってい る。 こ

う した顔 の見 えない相手 との交信 では、今 まで以上 に相手の発す る内容 を的確 に聞 き取 る力や、

相手の理解 の状況 を推 察 しつつ、適切 に表現す る力が必要不可欠な ものになる。

本研究 では、一 方通行 の発信 に とどまらず 、「双方向の話合 い」 を確立 し、相 互 理解 を深 め

るため に、「聞 く」学習の重要性 を踏 まえた指導の在 り方 を考 えた。「話合 いは聞 き合 い」 とも

言 う。単 に聞 き流 すのではな く、正確 に聞 き取 る、心 を傾けて聞 く、共 感 しなが ら、あるい は

批 判 しなが ら聞 く、相 手に対 してふ さわ しい質問 ・疑問 を発する等 の様 々な能動 的な 「聞 く」

学習の土台が構築 されて こぐ、「対話」「会話」「話合 い」「討論」 「デ ィベ ー ト」 等 の学習 が本

当の意味で深 まってい くのである。

これか らの 国語 の授業 は、話す こ と ・聞 くこと ・書 くこと ・読 むこ とのバ ラ ンスの とれた力

の育成 を 目指すべ きである。本研究 では、これ まで軽視 されがちであった音声言語活動 の充実

を図 り、生徒の 「伝 え合 う力」の育成 を 目標 に した。そのために必要 な能動 的な聞 き方 の学習

の実践 を試みた。 また、3人 寄 れば一つの社会が成立する とい う。今 回の取組 みで は、3人 一

組 の話合い とい う場 を設定 した。特 に、聞 き手役の生徒 に、話合 いの司会担 当 と記録担 当の両

方 を兼ね た 「話合 いコーデ ィネーター」 としての役割 を体験 させ る こ とによ り、 「話 合 い にお

ける聞 き手の重要性」 を学 ばせ るこ とに主眼 を置いた。

生徒 一人一人が 自 らの言葉で発信す る。他者の意見 に耳 を傾 け、その考 えを理解 し、 自らの

意見 を発信す る。そ の繰 り返 しによ り、自己の考えを深 め、豊か な人間関係 を作 り上 げてい く

ことを目指 して、 この単元 を設定 した。
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5.学 習 活 動 の 概 要(6時 間扱 い)

(1)第1次 ・導 入(2時 間)※ 各 次 は2時 間続 きの授 業 枠 で あ る 。

① 今 回 の 学 習 活 動 の ね らい(聞 くこ とを学 ぶ 目的)に つ い て理 解 す る 。

② 演 習(1)「 聞 き取 り演 習 」(正 確 に聞 き取 る演 習)

③ 演 習(2)「YES・NOゲ ー ム」(効 果 的 な 質 問 をす る演 習)

④ 演 習(3)「 三 者 イ ン タ ビュ ー」(共 感 しな が ら聞 く ・相 手 にふ さわ しい 質 問 をす る演 習)

⑤3人 一 組 の 話 合 い につ い て概 略 を理 解 す る。

⑥ 話 し合 い た い テ ー マ を各 自考 え て教 師 に提 出 す る 。

※普段 疑 問 に思 っ て い る こ と、人 の 意 見 を聞 い て み た い こ とを テ ー マ案 とす る 。

⑦ 本 時 の 学 習 を 自己評 価 し、感 想 を ワ ー ク シー トに ま とめ る 。

(2)第2次 ・展 開(2時 間)【 本 時3・4/6」

『本 時 の 指 導 』 参 照

(3)第3次 ・ま とめ(2時 間)

① 各 自、話 合 い コ ーデ ィ ネ ー タ ー を担 当 した と きの 話 合 いの 様 子 を報 告 す る。 ス ピー チ 担

当者 以 外 は 、 ス ピ ーチ を聞 き なが ら、 そ の 内容 を メ モす る。

②3つ の テ ー マ の 中 で 各 自が 最 も関心 を もっ た テ ー マ につ い て 、 意 見 を400字 程 度 の 文 章

に ま とめ る 。

③ 本 時 及 び ヒ の授 業 全 体 を振 り返 っ て 、 自己評 価 を行 い 、 感想 を ま とめ る。

6.指 導 の 工 夫

(1)「 考 え る 」 こ と を基 盤 と した上 で 、 様 々 な 「聞 く」 活 動 と 「話 す 」・「書 く」 活 動 を 有 機 的

に関 連 付 け た学 習 活 動 を工 夫 した 。

(2)「 伝 え合 う力 」 の 育 成 とい う趣 旨か ら、 ペ ア リ ング や グ ル ー プ 分 け は既 存 の 人 間 関 係 に 頼

らず 、 新 しい 人 間 関係 の結 び付 きを意 図 した組 合 わ せ と した 。

(3)1枚 の ワー ク シ ー トに授 業 ご との 自己 評 価 と感 想 を ま とめ させ 、学 習 に対 す る 意 識 の 深 ま

りが 生 徒 自身 に も確 認 で きる よ うに配 慮 した。

(4)教 師 の 説 明 だ けで は な く、話 合 い の 実 例 の ビデ オ テ ー プ を視 聴 させ る こ とに よ り、学 習 の

効 果 を高 め た 。

(5}全 員 の1分 間 報 告 ス ピー チ の 時 間 を設 け る こ とに よ り、1時 間 の授 業 の 中で全 員 が参加 し、

発 言 し、集 中 して 聞 く授 業 づ く りを試 み た 。.一 ・灘 … し 騨騨磁騨 慰 跳編轡弊

7.本 時 の 指 導(研 究授 業 は3・4/6時)'㌦" 櫓檎繍撒継灘 縄蹴欝"㈹偉鷲 鞠 鳶

(1)本 時 の ね らい

① 龍 の び の び と意 見 交 換 を行 い ・ 様 々 ザ1

もの の見 方 を受 容 し、 理 解 す る。i

② 他者 の意見 を的確 に聞 き取 り、話合い を円

滑 に進 める。

③ 話合い の内容 を深め るような聞 き方 を身 に

付 ける。 晦
7
艦

憂

梅

欝

ギ

一m



(2)本 時 の学習 の流 れ

学 習 の 流 れ

i

2

3

4

5

6

3人 一組 の話合 いの方法 を理解 す

る。

1

話 合 い の 三 つ の テ ー マ を確 認 す

る。

▼

三 つ の テ ーマ につ い て そ れ ぞ れ に

各 自の 意 見 を ま とめ る。

11

グ ル ー プ ご とに3回 の 話 合 い を 行

う。(1回8分 で 、 テ ー マ ご と に

役 割 を交 替 す る 。)

ワ

各 自、話 合 い コ ー デ ィネー タ ー を

担 当 した と きの 内容 を報 告 用 紙 に

ま とめ る 。

t

自己評価 と感想 をまとめる。

教師の指導 ・助 言(○ 留意点 、◆評価)

○ 図 や ビデ オ を用 い て分 か りやす く説

明 す る。

◆ 話 合 い コー デ ィネ ー ター の重 要 性 役

割 ・心構 え に つ い て理 解 で きた か 。

○ テ ー マ は 、前 時 に生 徒 が提 出 した も

の を参 考 に決 め て お く。

(例)・ ガ ンの 告知 、2000円 札 の発 行 、

少 年 法 と少 年 犯 罪

◆ テ ーマ に対 す る 意 見 を100字 程 度 で

ま とめ る こ とが で きた か 。

○ 話合い コーデ ィネーターは話合 い の

内容 を聞 き取 り用紙 にメモ してお くこ

とを指示す る。

◆ 時 間を有効 に使い 、活発 な意見交 換

がで きたか。

○ 次時 に1分 間の報告 ス ピーチ を行 う

ことを予告す る。

○ 本単元 開始 か ら同 じ用紙 を使 い なが

ら、話合 いに関 してい くつかの観 点 で

自己評価 を していける ようにする。

(3>評 価 の観 点

① 話合 い に積極 的 に参加 し、 自分 の意見 を相手 に適切 に伝 える ことがで きたか。

② 他者 との相互交信 によ り、様 々な ものの見方や考 え方 を知 り、 自分の考 えを豊か にす る

ことがで きたか。

③ 他者の意見 を的確 に聞 き取 り、話合 いの進行 ・整理 ・調整 ・記録 がで きたか。

8.生 徒の学習状 況

「聞 き取 り演 習」 を通 して、生徒 は内容 を的確 に理解 しなが ら聞 くこ との大切 さ を改 め て感

じた ようであ る。 また、メモの取 り方 を工 夫す る こ とが必 要 だ とい うこ とに気 付 い てい る。

「YES・NOゲ ーム」 や 「三者 インタビュー」では、いざ人 に質 問す る とな る と何 か ら聞い

ていいか よ く分か らない と戸惑いを感 じた ようだ。 また、質問が一つ一つ独 立 して しまい、 話
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を広 げた り、深めた りす ることがで きなかった とい う反省 も多 く、聞 き手の難 しさを実感 して

いた。

「3人 一組の話合い」 では、コーデ ィネー ター とい う役割が一番難 しく、話 し手 の活発 な意

見交換 を引 き出せ なかった り、多角的 な質問がで きなか った ことを反省点 として挙 げてい る者

が多い。 しか し、「自分 と相手の意見が対立する ときは、今 まで は どち らか一 方が 正 しい もの

だ と思 って いたけれ ど、今 回の話合 いで どち らか一方が正 しい とは言 えない こと もあ る とい う

こ とが分か った。」 とい う意見 に代表 され るように、他者 の意見 を取 り入 れて 、 自分 の考 え を

豊か にす る ことがで きていた ようだ。

さらに、「話合 いの報告」 の際 には、他 の班で も様 々な意見が飛 び交 っ てい た こ とに関心 を

もち、同 じ意見 に共感 し、 自分 とは違 う意見 を学 び、考え もしなかった発想 に驚 きを感 じて、

大 いに刺 激 を受 ける場 となってい た。

9.考 察

(1)成 果

3人 一組の話合 いの指導 において、話合 いの手順や コーデ ィネー ターの役 割 を知 るの に、 ビ

デオ(本 研究班 が作 成)を 見た ことは有効 であった。音声言語の指導 において、視聴覚教材 の

利用が成果 を発揮 す ることが確 かめ られた。

この3入 一組 の話合い は、あ えて対 立や論 争 を意図 しない もの として きた。場合 によっては、

なれ合いの話合 いや 、雑談 になる危険性 も懸念 されたが、実際 に行 ってみる と、共感 や賛 同 と

ともに、自分 とは違 う発想や考 え方 を学び合 う場 と して、有機 的に機 能 していた ように見受 け

られ る。

生徒の授業全体 を振 り返 っての感想 は、「いい経験 を した、ため に なっ た」 とい う もの が多

か った。これは、今 回の学習 内容 が国語の学習 の範囲 にとどまらず、学校 生活やその後の社 会

生活 に も役立 つ もの と して とらえているため と思 われ る。

(2)今 後 の課題

本研 究では、注意深 く正確 に聞 くことと、相手の気持 ちや考 えをうま く導 き出す よ うに聞 く

ことの両方の指導 を行 った。特 に生徒が困難 を感 じたのは、後者であ った。相づ ちや促 し等 の

具 体的 な方策の指導 の必要性 を感 じた。 また、様々な聞 く場面 で的確 にメモ を取 る ことの指 導

を行 う必要 を感 じた。

話合 いの成功 のポ イン トは、テーマの設定 にある。生徒の アイデア を取 り入れ、授業 を行 う

クラスの状況 をよ く把 握 して、全員が話合 いに参加で きるテーマ を設定す ることが望 ま しい。

また、問題 点 と して は評価 の仕方がある。今 回は、1枚 の ワークシー トに授業 ご との 自己評価

と感 想 をまとめ させ た。そ こに表れた生徒 の学習に対す る意識の深 ま りにつ いての教 師側 の評

価 と、意見文の評価 を行 った。音声言語活動 自体の評価 は大変難 しいが 、その場 で良い点や 努

力すべ き点 を評価す る即時性 を大切 に したい。充実 した話合 いやス ピーチ を再現 して他の生徒

に示す こ とや、視聴覚機器 の利用等 の検討 を今後 さらに進 めてい く必要 があ る。

今回の取組 みは、決 して一過性 の もので はな く、継続 して学習 を積 み重ねてい くことに よっ

て初め て効果が現 れる ものであろ う。生徒 の 「聞 く力」「話 す力」 は一朝 一 夕 に身 に付 くもの

で はな く、年 間 を通 しての練 られた授 業計画 の作成 と継続的 な指導が必要で ある。
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2聞 き手 を意 識 した ス ピ ーチ を通 して 、伝 え合 う力 を育 て る指 導 の 工 夫

1.単 元 名 「伝 え合 う力 」 を育 て る ス ピー チ の授 業

※研 究授 業 は第1学 年 「国語1」 で実 施 。

2.教 材 「写 真 」(『 ナ シ ョナ ル ジ オ グ ラ フ ィ ック』 日経BP社 刊)よ り。

3.単 元 の 目標

(1)関 心 と問 題 意 識 を もっ て情 報 を と ら え、 考 え を築 く力 を 身 に付 け る。

(2)相 手 の 理 解 の 状 況 を推 察 しつ つ 、 適 切 に表現 す る力 を 身 に付 け る 。

(3)相 手 の 立 場 や 考 え を尊 重 し、能 動 的 に聞 く力 を身 に付 け る 。

(4)話 す こ と聞 くこ とを通 じて互 い の 考 え を深 め 、 他者 へ の理 解 を深 め よ う とす る 。

①考える力 ②発信(適 切な表現)

③受信(能 動的 な理解)
}④ 相互理解の深化

4.単 元設定の理 由

現代 の高校生 は新 しい情報機器 を取 り入れ るなど社会 の変化 に素早 く対応す る柔軟性 を もっ

てい る。 また、そ うした情報機器 を 日常生活の中で積極的に活用 して仲間たちとのコミュニケー

シ ョンを楽 しんでい る。 しか し反面、言葉 によって 自らの考 えを掘 り下 げ、意見 として他 に発

信 しようとす る意欲 に乏 しい。情報 について も、その性 質を吟味 し見極 めた上 で取捨選択 す る

態 度が十分 に身に付 いている とは言い難い。情報化、国際化等 に よ り社会 は多様化 し複雑 さを

増 してい る。 こ うした社会 の変化の 中で、主体的 に自らの考えを築 く力 、他者 との対話 に よっ

て 自己の考 えを検証 し深 める力 、「違い」 を前提 としつつ他への理 解 を深 め る力 が今 まで以 上

に強 く求め られている。 また、氾濫す る情報 にほん ろうされないために も、問題意識 をもって

情 報 と向 き合お うとす る姿勢 が ます ます必要 とされてい る。 この単元 は こうした観点 か ら次 の

二点 をね らい として設定 した ものである。

一つ は、 自 ・他 の相互理解 、相互啓発 を進め る力 と しての 「伝 え合 う力」 をは ぐ くむ こ とで

ある。「ス ピーチ」 の授 業 は話 し手 と聞 き手が固定 され一方通行 にな りがちだが、 この授業 は、

そ こに対話的要素 を取 り入れた もの として計画 した。 グループの発表 とし、発表後 の質疑 応 答

を重 視 したの は、一つ の論 を組み立 てる過程の 中での対話 、発表者 と聞 き手 との対話 か ら相 互

理 解が深め られ 、互い を啓発 し合 う力が養 われ ることを期待 したか らである。

もう一点 は、主体的 に情報 を とらえる力 をは ぐくむ ことである。ス ピーチ では、1枚 の写 真

を基 に自分 たちの生活 や現代社会 を見つ め、意見 を述べ ることを課題 とした。写真 をは じめ と

す るビジュアル情報 は、受 け手 の自覚 のない まま感性や価値観 の領域 に浸透 しやすい性 格 を も

つ。 ビジュアル情報が 、近年 その重要度 を増 し、私 たちの身の回 りにあふれ る現状 を考える時 、

1枚 の写真 を自分 たちの生 き方 や 自分 たちを取 り巻 く社会 と関連 させて見 つめ させ ることは意

義あ るこ とと考 えた。情報 は十分 に消化 され、自己の考 えを深 め るもの と して活用で きた時 、

最 も意味 を もつ 。従 って、情報 を 「生 かす」 ため に も、主体的に情報 と向 き合い、 自 らの 問題

意識 とのか かわ りか らとらえ ようとす る姿勢が要求 され る。
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また 「伝 え合 う力」 を高め るため には 「考 える力」 「話す力」「聞 く力」 の三つ の力 が有機 的

に結 び付 け られ ることが必要 になる。ス ピーチ を選んだのは、「討論」 や 「デ ィベー ト」 よ り、

じっ く りと自分の意見 を発表で きる とい うス ピーチの長所 に注 目したか らである。この授 業 で

は、自 らの考え を深め ようとす る意欲が、話 し方の工夫や能動的 に聞 く態度 に発展的 に結 び付

け られる ことを目標 と してい る。

5.学 習活動の概要(6時 間扱い)

(1)導 入 ・準備(3時 間)

① 例示 された写真 について、「真 の豊か さ」 とい うテーマで200字 以内 の作文 を書 く。

② 各 グルー プ1枚 ずつ写真 を選び、 自分たちが どの ような論点で その写真 に迫 るこ とが で

きるか話 し合 う。

③ 写真 か ら情報 を取 り出 して取捨選択 し、 ワークシー トに記入す る。調べ る必要 のあ る事

柄 については分担 を決めて次 回 までに調べ る。

④ 調査結果 を踏 まえなが ら、ス ピーチ原稿作成 のための ワークシー トを作 る。

⑤ 原稿作成者 を決め、次回 まで にス ピーチ原稿 を書 いて くる。

⑥ ス ピーチのテーマ を決めて原稿の手直 しを し、ス ピーチ メモ を作 る。

⑦ グループ内でス ピーチの リハーサルを して、話 し方や効果的 な発表の仕方 につ いて工 夫

す る。

(2)展 開(2時 間)

『本時の指導』(5/6時 参照。)

(3)ま とめ

発表 グループは評価 シー トを受 け取 った後 、よかった点、不十分な点について 自己評価 シー

トに記入 し、2分 程度 で発表す る。

6.指 導の工夫

① 「伝 え合 う」 ため には発信 以前 に自分 の考えを きちん ともつ こ とが大 切 で あ る と考 え 、

動機付 け と問題意識 を もたせ る段階 を設定 した。

② 現代 的問題 を多 く含み 、話 し手 と聞 き手の双方が関心 をもつ ような教材 を選ん だ。

③ 質疑応 答 を充実 させ るため にス ピーチ 中はグループ全員 を壇上 に上が らせた。

④ 聞 き手の参加 を重視 して、ス ピーチ後 はすべての グループ を質疑応答 に参加 させ た。

7.本 時 の指導(5/6時)

(1)本 時のね らい

① 十 分 な準備の もと、大勢の人 たちに向

②灘1難1欝 綿 農 ・榊
嘆働 細

③
い灘1難 鰹 信により'互 一 噛 轡

罫㍉ 謙 奪
, 《 曳

三弘
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(2)本 時の学習 の流 れ

学 習 の 流 れ

i グ ル ー プ ご とに席 に 着 く。

2

3

4

発表 グループは全員壇上へ。

/

1

ス ピーチ テ ー マ を述 べ て か らス ピー チ

本 体 に入 る 。(3分 程 度)

11

ス ピー チ につ い て 各 グル ー プ内 で 検 討

し、発 表 グル ー プ と質 疑 応 答 を行 う。

(2～4の 繰 り返 し)

教師の指導 ・助言(○ 留 意点 、◆評価)

○ 聞 き手 も グル ー プ でス ピーチ を聞かせ る。

○ 役割分担 に応 じた態 勢 を と らせ る。(質

疑応答 にグループ全員で対応 す るため)

○ 聞 き手が参加 するための動機付けであ り、

あ ま り時間 をかけない。

◆ 聞 き手 に理解 して もらえる ような工 夫 が

あるか。

○ すべ てのグループが質疑応答 に参加 す る

ようにす る。

◆話 し手 と聞 き手 との活発な交流があったか。

(3>評 価 の観 点

① 問題意識 を もって取 り組んでいたか。 自分 たちの考 えが表れていたか。

② 発表者 は、聞 き手 に理 解 して もらうための工夫 を していたか。

③ 聞 き手 は理解 に努 めていたか。

④ 発表者 と聞 き手 との間に相互理解や互 いの考 えの深 ま りがあったか。

8.生 徒の学習状況

(1)200字 作文 ～最初 の共 同作 業

最 初に行った こ とはグループと して1枚 の写真 を選 ぶこ とであ った。あ らか じめ写真 誌 と

NASAの インターネ ッ トの ライブラリーか ら8枚 の写真 を選 んでA3サ イズ に拡大 カ ラー

ゴ ピー した もの を用 意 しておいた。 これ を早 い順 に取 らせたため に直観的 に関心 を もった写

真 を選 んだ ようである。

始め に全員 に 「真 の豊 か さ」 とい うテーマで200字 の作文 を書 かせ たの は、 グル ープ学習

を行 うに当 たって、一人一人が このテーマ に対 して問題意識 を もって もらいたかったか らで

あ る。

次 にグル ープ としての ス ピーチの方向性 を、「ス ピーチ準備 シー ト」 を使 って検 討 させた 。

シー トの3項 目に、「必要 な情報 を取 り出そ う」 とい う欄 があるが 、 ここ を どう記 入 した ら
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よいのか戸惑 うグループが多かった。 しか し、項 目の立て方の具体例 を示 す ことによって急

に作業が活発 になった。1枚 の写真 をグループの全員で見 なが ら、盛 んに気 が付 いた事柄 を

出 し合 っていた。

(2)ス ピーチ原稿 の作 成

「ス ピーチ準備 シー ト」 と 「ス ピーチ原稿」の問に 「ス ピーチ 原稿 準備 シー ト」 とい う も

の を書かせ る作 業 をさせたが、 これほ どいろいろな作業 シー トを用意す る必要は なか った と

思 われる。また、ス ピーチ原稿 を書 く作業 が一人の作業 となって しまった。 は じめ は宿題 と

して次 の授業 まで に書 いて くるように指示 する予定だ ったが、一人の生徒 だけ に負担 を強 い

るのが 困難 なため に、結局、授 業時間中に時間を とって原稿 を書かせた。

(3)〈 事 例〉 〈グループAの 学習活動か ら 「ス ピーチ準 備 シー ト」〉

・舘 通 初 るBビ の 瀬 のイ量 疑 。

・同の砂 テ蓑⑳係f塚 珍帖 ヒ心 ・∫驚 拓1得Fめ く'ほ†・z・'る。

b自 ・秘 ・ 人薮 が 到 蓬 しセ の'さ 笏 妃'7

嫁 宙 ・槻 儲 碑 宙 の押 廿 .ぎ殉 む 弛 丘 つ晩

蓼月ヒ っ 、1てmP3n3

や地 紡 陸 制 叡 船 ラ枕・なのi.つ いて

lPヘ キ,紅A類 が 至磁 し 勧+fイ 碍 孤

2糎 が 》覗 五 θ脅nnぐ 帆f.狸`ず.

R`ざ 、=ういマ ・

,身に つ …S・'3・

チ 軽 球9陸 制 れ β1:戦 鍾 ビ 、1:う い て。

[考 察]

→ 撮 影者 が どの よ うな

テーマでその写真を撮っ

たの かを考 える。教材

へ の関心 を もたせ る と

い うね らい もある。

→ グルー プ と して最 も

論 じ合 った ところ。写

真 を どう受 け取 るか、

何 を論 じるか とい った

内容の中心 となる部分。

→ 共 同作業 の楽 しさが

あった ところ。他 の グ

ループでは もっ と多 く

の精密 な情 報の読取 り

もあった。

→ 各項 目につ い て の 担

当者 を決めることによっ

て、ス ピーチ後の 質疑

応 答が充実 した。
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(4)ス ピーチ発 表会

ス ピーチ 自体 は各 グループ とも原稿が よ く書けていた こともあ って、内容 的 には充実 した

ものであ った。ただ、聞 き手 を意識 してい たか どうか とい う点 になる と難 しい面 があ る。 よ

く書 けた小論文 を読 み上 げただけ とい う印象の グルー プが幾 つか見 られた。話 し方 につ いて

は、練 習 を積 んだグループか ら棒読み に近い グルー プまでかな りのば らつ きがあった。

今 回は 「伝 え合 う力 を育 てるス ピーチの授業」 とい うことで、聞 く側 の活動 を重視 した。

一 つの グル ープが ス ピーチを終 えた後
、聞 き手 グループ内で今 聞いたばか りのス ピーチの 内

容 について、 もっ と知 りたいこ と、疑問点、 よかった点な どを話 し合 わせ て、各 グルー プに

述べ させ た。それ に対 して、発表 グル ープの調査担 当者 がかな り詳 しく説明 し、質問者 を感

心 させ る場 面 もあ った。

9.考 察

まず 、 グループ学習 とい う形 をとることに よって、メ ンバ ー同士の 「伝 え合 う力」の育成 を

考 えた。た また ま集 まった者同士 、いずれは壇上で のス ピーチへ と力 を結集 していか なけ れば

な らない。 グループ内の 「伝 え合 う力」 は 自然 に強 まってい った ようである。 グルー プ内 の活

気がス ピーチの場 での活 発 なや りと りに結 び付 くことを期待 した。 しか し、発表者 の考え てい

ることは、 とにか く無事 に話 し終 えるこ とで あ り、聞 き手 も他 の発表 を聞 くことにそれほ ど積

極 的だ った とは言 い難 い。いかに して 「伝 え合 う」意欲 をもたせ るか とい うこ とが、今 回の授

業 のポ イン トになる。

そのため に とった方法 の一つ は 「写真」 を提 示す ることである。現在 、社会 のあ らゆる場面

で視覚 に訴 える表現方法が とられてい る。国語の授 業だか ら言葉 だけでス ピーチを行 うとい う

考 え方 もあ るか もしれ ないが 、 ビジュアル情報は伝 達 を補助す る もの として非常 に有効 な一面

を もつ。今 回は分析 の対象 として だけで はな く、プ レゼ ンテーシ ョンの観点 か らも写真 を積極

的 に活用 した。ス ピーチ において写真 を使 う利点 は、聴衆の視線 を集 中させ るこ とがで きる点

にあ り、生徒 の関心 を引 き付け ることがで きた とい う意味で は大 きな効果があ った。

そ して最 も大切 なのは、聞 く側 をいかにス ピーチ活動 に参加 させ るかであ る。発 表終了後 す

ぐに聞 き手 グルー プ内で話 し合 わせ 、 もっ と知 りたい点、質問 したい点、良かった ところ、 悪

か った ところをすべ ての グループに言 って もらうことに した。グループによっては盛 んなや り

と りが見 られたが 、一 方的な発言 のため活発 な意見のや りとりが妨 げ られる場面 もあった。 メ

モ を取 るな ど意欲的 に聞 くための動機付 けを したが、必ず しも十分 ではなかった。 自然 に発言

し合 うため には、発言者 、聞 き手双方 に伝 え合お うとする意欲が必要で ある。

聞 き手側の聞 こ うとす る意欲 を養 うこ とが今 後の課題 であ り、そのため に も聞 き手 の関心 を

引 きつけ られ るよ うな題材 を さらに開発 してい く必要がある。今 回は現飛社会 の諸問題 につ い

て論 じよう とした意欲 的なグループが多か ったため、ス ピーチの原稿 はよい ものが書 けてい た

が、聞 き手側の関心 を十分 には引 き出せ なかった点が悔 やまれる。

「伝 え合 い」 を作 り出せるス ピーチの授業 を実践す るためには、生 徒 の気持 ちの動 きな ど も

あ らか じめ予想 しなが ら、さらに適切 な題材 と方法 を作 り出 してい くことが必要であ る。

一15一



3古 典 に親 しむ学習 を通 して、伝 え合 う力 を育 てる指導の工夫

1.単 元名 古典 に親 しみ なが ら 「伝 え合 う力」 を育て る授業

2.教 材 伊勢物語第23段 「筒井筒」

3.単 元 の 目標

(1)和 歌 の贈 答 を理解 して、言語感覚 を磨 く。

(2)自 己 を見つめ 、自 らの ものの考 え方 を深め る。

(3)書 き手 、読み手 として互 いの立場や考 えを理解 し尊重する。

4.単 元 の設定理 由

現在 、私 た ちは、言葉 によって意思の疎通 を図 るためのス ピーデ ィーで便利 な手段 を数多 く

持 っている。 しか し、実際 に どれ ほ ど深い交 わ りをもてているか とい う点になる と、少 し疑 問

を感 じる。む しろ言葉の伝達 に時間のかか る不便 さを抱 えていた時代 の方 が、人は 自然 に能 動

的 な聞 き手 や話 し手であ り得 たはず だ。かつては、 どうすれば よりよく相手 に伝 わるか言葉 を

選 んでいた書 き手や、待 ちこがれて行間に こもった相手 の思 いを心 で補 いなが ら懸命 に読み と

ろ うとした読 み手がいた。 しか し、そのゆ と りが現代 人には無 いの か もしれない。携帯 電話 、

メール、つ けっ ぱな しのテ レビなど言葉は時 と場所 を選ばず否応 な しにあふ れでて くる。

この ような言葉の氾濫の時代だか らこそ、表現者 の思 いにつ いて相手 の立場や背景 を推 察 で

きる理解力 を育て るとともに、他者 を思 いや り、 どう感 じられるか を想定 しなが ら表現 で きる

力 を育 てる ことが必要であ る。そ して他者へ の表現や理解が 、自己 を見つめ 自 らの ものの見 方

や考 え方 を深 め ることにもなると考え られる。

今 回、古典教 材 を選んだの は古 典の世 界に生 きる人 々が伝 え合 うための独 自の手段 と して和

歌 を用 いてお り、そ こに能動的 な書 き手 と読 み手 との姿が描かれて いる と考 えたか らである。

そ こで まずそ の姿 を古 典教 材の中か ら選 び、それを きっかけに生徒 自身 も登場人物 の気持 ちに

な り和歌 を作 る ことに よって和歌 の贈答 を追体験す る。そ して互いの和歌 を理解 し合 う中で、

他者の理解 と自己の思 い、他者 の思 い と自己の理解 、それぞれ に対す る共感 、他者 に よる新 た

な 自己の発見 な どを通 じて 「伝 え合 う力」 を育成 したい と考 え、本単元 を設定 した。

5.学 習活動 の概要(7時 間扱 い)

(1)第1次(2時 間)

① 単元全体 の学習 のね らいを理解す る。

② 男女 混合 で3人 か ら6人 のグループに分かれ る。

③ 辞書 を使 わず 、グループ員 の言語体験 だけで本文の現代語 訳 を試みる。

④ 各班 の現代語訳一覧 を見 て、各班 の微妙 なニュ アンスの違 い を確 認す る。

⑤ 歌物 語 、お よび古来 の和歌贈答の習慣 について理解す る。

⑥ 本文の和歌 には登場 人物 の どのような気持 ちが込め られてい るのか。 また、その気持 ち

は どこで分 かるのか 、ノー トにま とめ提 出す る。

(2)第2次(2時 間)

① 提 出 した ノー トの 中か ら、よ く読み取れている もの を紹介 する。

② 当時の成人式や結婚 の習慣 につい て知 る。

③ この物語 の続 きを創作す るため に、グループに分かれる。
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④ 各 グループのス トー リーの登場人物 にな り代 わって、各 自、3首 の和歌 を作 る。

⑤ 創作 した和歌 にかかわる詳細 なメモ を添 えて提 出する。

(3>第3次(3時 間)

① 和 歌一覧 プ リン トか ら好 きな贈答歌 を各 自2組 選ぶ。選 んだ人 の多か った贈答歌3組 を

発 表 し、そ の うち一組 を選 んで鑑賞す る。次に 自分 の出席番号 と同 じ番号の贈答歌 につい

て鑑 賞する。

② ※本時の指導参照

③ 自作 の和歌 について書かれた他の生徒 の鑑賞 メモを読 む。

④ 他 の生徒 の鑑賞 メモ についての感想 を提 出す る。

6.指 導 の工夫

(1)古 典 の中で 「伝 え合 う」姿が端 的にあ らわれている形式 として歌物語 を選んだ。

(2>言 葉 の意 味 を各 自に推 測 させるために、あえて辞書 を使わせ ない工夫 を した。

(3>自 由に和歌 を作 れ と指示 して も無理 なので、古典 の実例 に続け る形 をとった。

(4)既 存 の和歌 ではな く、生徒 の作 品を互いに理解 し合 うことで、作 者か らその創作 意図や 背

景 を聞 くこ とがで きる。その ことか ら伝 え合 うこ との難 しさや喜び を体験で きるようにする。

㈲ グループ分 けは、男女 混合 に した。

7.本 時の指導(6/7)

(1>本 時のね らい

① 作者の説明 を聞 き、 自分 の鑑賞 との一致点や差異 を確 かめる。

② 自作 の和歌 につ いて他者 の鑑賞 を聞 くことによ り、共感や違 う見方があることに気付 く。

③ ① 、② を通 じて自己の ものの見方 を確認する。

(2)本 時の学習の流 れ

学 習 の 流 れ

1選 ばれた贈 答歌 について、 どの ような

鑑賞が あったか を知 る。

i
2選 ばれ た贈答歌 の作者 が 自分 の和 歌 に

ついて解説す る。

3伊 勢物語第二十三段 の省略部分の プ リ

ン トか ら原作の結末 は どうなるの か を

理解 す る。

ウ

4各 自の理解 と作 者の解説 との差異 や一

致点 を確かめ、原作の結末の感想 を ま

とめる。

教 師の指導 ・助言(○ 留意点、◆評価)

○ 選 ばれた贈答歌の作 者名は伏せてお く。

生徒の鑑賞 メモ を紹介 す る。

○ あ らか じめ選ばれた贈答歌 の作 者 には 自

作 についての説明の準備 を してお くよ う指

示す る。

◆ 説明 を聞いて新 しい発見 があったか。

○ 和歌 を中心 におお まかな説 明 をする。

○ 他者 の見方 と自己の考 え方 を比べ て、 自

分 を見つめ られるよう働 きかける。

◆ 自分 な りの発見 を文章 にま とめるこ とが

で きたか。
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(3)評 価 の観 点

① 和歌 の解説 を聞 くことによって新 たな発見 はあったか。

② 和歌 についての他者の理解 の仕方 を知 る ことによって、新 たな発見が あったか 。

8、 生 徒の学習状況

(1)第1次

日ごろ、辞書 を引 くよ うに と指導 していた にもかかわ らず 、今 回はあえて辞書 を使 わ ない

と説 明 したので 冒頭 は戸惑 ってい たが 、一つの単語 にグループで話 し合いなが ら意味を与 え、

筋 の流 れ を探 そ うとす る活発 な声が 聞こえた。例 えば 「田舎 わた らひ」 の 「わた る」 も 「暮

らす」 なのか 「行 く」 なのか類推 しあ う中で 、辞書的 な意味 も自然 に出 て きた。 また、 「親

のあ はす れ ども」 の 「あふ」 も 「この女 を こそ得め」が伏線 になって 「どうや ら見合い を さ

せ るよ うだ。」 との声 も聞こえ、「結婚 する」 に近 い線がでて きた。 この ように辞書 を使 わ な

い こ とで 、単 語の意味や話の流 れ を知 りたい という意欲が高 まっていた。

(2)第2次

グループでのス トー リー作 りは次の和歌 創作 のためのステ ップで、興味深 かったのは、 本

来 の結 末の よ うに結局 な じみの男女が幸福 になる とい う結末が多 かったこ とである。

和歌 の創作 は 「で きれば古典文法で」 とい う程 度の言い方 であったが、意外 に古語 で の和

歌 を試み よ うとした生徒 が多 かった。全 く自由な自己の気 分では な く、 自分 た ちの作 ったス

トー リーの登場 人物 に感情移 入 して和歌 を作 る とい う制約があ り、生徒 はか な り苦労 してい

た。 しか しそ う してで き上がった作 品が、他者 に どう読 まれ るか について は興味 を もって い

た。「思い」 と 「想 い」、「悲 しみ」 と 「哀 しみ」、な ど用字 について もイメージをよ り効 果的

に表す文字 を選ぶ ことに神経 を使 っていた。
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(3)第3次

自作 の和 歌 について他者の鑑賞 メモ を読んだ生徒 の感想 は、自作の和歌が大筋で は理解 さ

れた とする ものが多か った。 また他者 の誤解 につ いて も、そんな理解 もあ ったのか とむ しろ

それ を喜 んでい るかの ような発言 もあった。中には誤解 とい うよりも作者以上 に深い理解だっ

た、 と述べ る生徒 もいた。 この ように生徒 は作者 として、また鑑賞者 として、言葉 の至 らな

い点 と、至 らないがゆ えの言葉のお も しろ さとを味 わっていた。

9.考 察

生徒 にはそれぞれの作業の始め に次の点 について説 明 した。

(1>グ ループで訳す時、辞書 を使わず、 これ までの言語体験の総力 を挙 げて訳す こ と。

(2}和 歌 を作 る時、話の流れの大事 なポイ ン トで登場 人物 の訴 えたい気持 ちが伝 わる ように言

葉 を選ぶ こと、読者 にどう理解 され るか を想定す るこ と。

(3>他 者 の和 歌 を鑑賞 し、その粗筋 を推 測する時、言葉 の様 々な意味や足 りない部分 を補 い な

が ら読 み とる こと。

(1)については教材 への興味関心 を高める ことと受信者 として言語感覚 を磨 くことを意図 した。

当然 の ことだが私 たちは言葉の意味 をすべ て辞書 によって獲得 したので はない。生 きた場 面の

中で意味 を推 察 しなが ら言語感覚 を磨いて きたのであ る。この作 業 によって古典作品の 中で も

同様 の体験 をさせ、和歌 に親 しませる ことがで きた。

(2)、(3)につ いて は、発信者 と して言語 感覚 を磨 くこと、他者 を想定 し他者 との違いや一致 点

に よって 自己の考えや感 じた ことを確認 し発見す ること、言葉の不確 か さを考 え、それ を補い、

互 いの気持 ちや考え を尊重 す ることを意 図 した。ここで は最善 を尽 くしたはずの表現 も、他 者

の理解 には深 い理解 や誤解 も含め様 々な ものが あることについて学習 させる ことがで きた。 し

か し、考 えや感 じた ことを確 認 し発見 させ るためには、この ような授 業 を定期的に繰 り返すか、

和歌 を推敲 し再提 出 させ る といった展 開を工夫 しなければ深 まらない。

また、展 開についての技術 面 としては、授業が生徒の提出物 に よって成 り立ってい るので、

翌 日に次 の授業 がある時な ど生徒 はその 日の内にプリン ト類 を提 出 しなければな らず、粗 筋 や

和歌等 を作 る十分 なゆ と りを もたせ られなかった。 また、 自作 の和歌 が他者 に どう読 まれ たか

につ いて必ず しも全員 に学 習 させ るこ とがで きなかった クラス もあった。

多数の生徒 に選 ばれた和歌 の作者 は一様 に自分の作 品が予想以上 に深 く読 まれていた こ とに

感激 してい た。「予想以上 に」 とは、懸命に読 み取 ろう とす る他者 に よって 自己の作 品 が他者

の心 に別の世界 を作 っている ことを感 じたか らであろ う。 この ような 「伝 え合 う」 ことの創造

的 な面 も視野 に入 れるこ とが今後の課題であ る。

一19一



4.説 明文 を書 くこ とを通 して、伝 え合 う力 を育 てる指導の工夫

1.単 元名'未 知 の相手 に送 る説 明文 の書 き方 を学ぶ

z教 材 トランプゲーム ・マニュアル

3.単 元 の 目標

(1)未 知 の相手 に適切 に情報 を伝 えようとす る。

(2)相 手 の立場 に立 って正確 に、分か りやす く表現 する力 を身に付 ける。

(3)Eメ ールにふ さわ しい文章の書 き方 を学ぶ。

4.単 元 設定 の理 由

コ ミュニケー シ ョンにEメ ールが使 われ ることが多 くなって きた。消費者 か らメーカー に届

け られた質問文に は、一読 して理解で きない ものが意外 に多 い とい う。今 、相手 の立場 に立 っ

た国語力 が求め られてい る時代であ るといえ る。相手 の立場 に立 って正確 に、分か りやす く表

現す る文章 の基 本 を学ぶ ことを目的 にこの単元 を設定 した。

あ るメーカーには、パ ソコンやデジ タルカメラの接続方法 な ど技術的 な質問が 、1日 お よそ

500件 寄せ られる。その うちEメ ールでの問い合わせ が約2割 。Eメ ール は、 利用 者 が いつ で

も問い合わせで きるため、その数 は急増 している。 ただ し、Eメ ール は電話 に比べ 、利用 者 と

の間 に行 き違いが多 い。Eメ ールは電話 とは異 な り、その場で聞 き返す ことがで きないか らで

あ る。Eメ ール時代 にお いて、未知 の人間 に未知の内容 を伝 える場 面が多 くなってい る。

この ことは コ ミュニケーシ ョンの行 き違い を助長する大 きな要素 に なっている。未知の相 手

に未知の内容 を伝 えるマニュアルのよ うな文章 を書かせ ることを通 して、Eメ ール時代 に対 応

す る文章指導 はで きない もの か と考 えた。

かつて、マニ ュアルが読み に くい と言われた時代 があ った。今 では、マニュァルの書 き方 も

整備 され、ず いぶん読みやす くなって きてい る。マニュアルに携わる人々が分か りやすいマニュ

アルを 目指 し、苦心 して きた成果である。今 回の指導 は、近年で きあが って きたマニュア ル作

成 につ いての現場 の指針 を参考 に して、指導 内容 を検討 した。

しか し、電気製 品な どの取扱 い説 明書 は、説 明文 を作 る側 と説明文 を読 む相手 の手元 に同 じ

製品があれば こそ成 り立 つ ものである。今 回は、製品のか わ りに、 トランプを用 いる ことに し

た。その理由 は、1.手 軽 に用意が で きる、2.知 られてい ないゲ ームが多い、3 .文 章 だ け

では説明 しに くい要素が ゲームの中に含 まれている、の三点であ る。 ワー プロを使 い、Eメ ー

ル と して送信で きる文章 に し、それを面識 のない他校の生徒 に送 る。 他校 の生 徒 は 、「送 られ

た説明文 を頼 りにゲームが で きたか」 「分か らない部分 は どこだったか」 を指摘 す る。 説 明文

の作 成者は、相手の反応 を受 け取 り、それ を基 に文章 を修正 す る。 この一連 の流 れ を通 して

「相手の立場 に立 って正確 に分か りやす く表現 する」 文章作成の基本 を学習 させ る ことに した。

5.学 習活動の概要

(1)第1次 ・導入(3時 間)

① 今 回の学習活動の説明 を聞 く

② ゲーム内容 の説明 を聞 く の

ゲーム名:コ パ ック ー 手札 と場札の数字 を合 わせ て、取 り札 を増や してい くゲーム。

③ 実際 にゲーム を行 い、ルールや進め方 を確認 する。
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④ 相 手 に伝わ る文章 を書 く上で大切 なことは何 かを考 える。

⑤ 説 明文作成上の留意点 をプリン トで理解する。

⑥ 実際の取扱い説明書やマニ ュアルを参照 し、 よい点 を学ぶ 。

⑦ 取 扱い説明書 に寄せ られた苦情の例 を基にその解決方法 を考 える。

(2)第2次 ・展 開 一 説明文作成(4時 間)

① グル ープご との作業分担 について理解する。

②Eメ ールで送信で きる文字 ・記号 を確 認する。

③ 説明文 を作成す る。

④ 各班の文章 の曖昧 な点 を、班 ご とに点検 し合 う。

⑤ 説明文 を完成 させ る。

●完成 させ た文章 を他校 の生徒 に送信す る。

●他校の生徒 は、不明 な点 をま とめ て返送す る。

⑥ 『本時の指導』参照

(3)第3次 ・ま とめ(1時 間)

① 前時 に引 き続 き文 章 を修正す る。

② 今 回の学習で学 んだ ことをプ リン トにま とめ る。

6.指 導上の工夫

(1)文 章 だけで ゲームの説明を させ た。

あ えて文章 だけを用 い、言葉 の使用 の難 しさを体験 させ た。生徒 にゲームの内容 を把 握 さ

せ る際、 身振 り手振 りを交 えなが ら口頭で行 った。説明 しに くい概念 は図に し、プ リン トを

見ればゲ ームの概念 を確認 で きる よう配慮 した。

(2)生 徒が知 らないゲーム を選 んだ。

ポ ピュラーなゲームでは説 明文 の出来不 出来 にかかわ らず、相手が文章 に頼って理解 しよ

うとは しない。あ ま り生徒 には知 られていないゲ ーム を選び、相手が説 明文 を頼 りに しなけ

れば内容 を理解で きない ような状況 を作 った。

㈲ 説明文作成 の留意点 をマニュアル作 りの専門家の実践 を参 考 に して検討 した。

マニ ュアルや取扱 い説明書 の作成 には、通常の文章 とは違 う視 点や書 き方が必要 になる。

説明文作成の留意点 をま とめ、生徒 に示 した。

(4)班 単位で活動 させ 、作業 を班 内で分担 させた。

各班4人 とし、 さらに班 内を二つ に分 けた。班 を編 成するこ とに よ り、作業時間 を短縮 し、

文章の推敲 ・校正効果をあげるとともに、互いに協力 し合 って、作業 に参加 させることをね らっ

た。

(5>説 明文 を書 くことの難 しさを体験的 に学ばせる ように した。

文章作成時 、ルール内容 の確認以外 は指示 をせず、あ くまで も班 内の生徒 同士 で作成 させ

るように した。
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7.本 時の指導(7/8時)

(1)本 時のね らい

① 読み手(相 手校)の 評価 を通 して説明文の作 成がいかに難 しいかを実感す る。

② なぜ 相手が 「分か らない ・分か りに くい」 と指摘 したのかを考 える。

③ 文章の修正 を通 し、説明文の基本的 な書 き方を理解す る。

(2)本 時の学習の流れ

学 習 の 流 れ

i

2

3

4

作成 した説 明文 に対 する読み手 の評

価 を受 け取 る。

1

生徒が作成 した説 明文 によって 「陥

りやす い誤 りにつ いて」 理 解す る。

(パ ソコン画 面 を活用)

↓

読み手及び教師が指摘 した内容 を ま

とめた用紙 を受 け取 る。

1

受け取 った用紙 を基 に、各班 ご とに

文章 を修正す る。

教 師の指導 ・助言(○ 留意点 、◆評価)

○ 読み手の評価 基準 を確認 してお く。

○ 生徒 の作 った文の中か ら指導 に利 用 で

きる もの をあ らか じめ用意 してお く。

◆ 分か りやす い説 明文 の書 き方 を理 解 で

きたか。

○ 読み手 の指摘 に分 か りに くい部分 が あ

る場合 には、あ らか じめ整理 して生 徒 に

提示 する。

◆ 相手 の指摘 を受 け止め て、文章 を修正

で きたか。

(3)評 価の観点

① 予想 した反応 と実 際の反応 との違 いに気付 くことがで きたか。

② 相手の指摘 を受 け止め、文章 を修正で きたか。

③ 説明文の基本的 な書 き方 を理解 で きたか。

8.生 徒の学習状況

導入で は、文章作成 の留意点 を教室 で説明 した。特 に、マニュアルの不備 で会社側 が敗 訴 し

た事 例 につ いての説 明に生徒 は興味 を示 した。

展開か ら、パ ソコン室 での作業 となった。各班、「ゲームの基本編(基 本 的 な遊 び方)」 を

担当す るグループ と 「応用編(説 明が 困難 とされ る概念が含 まれてい る)」 を担 当す る グルー

プに分かれ て作業 を進 めた。文章 を作成す るの に苦労 している生徒 もいたが 、 自分 たちで考 え

て作 成す るように励 ま し続 けた。「応用編」 に取 り組 む生徒 は、や は り難 しいの か、 画面 を見

なが ら腕組み してい る生徒が何人かい た。作業 を早 く終 わ らせ る班 もあったので、用意 して お

いた 「ゲーム全体の概念」 や 「攻略法」 についての説明文作成 に も取 り組 ませ た。 「も う一 度

見 直 した方が よい」 と助言す る と、訂正箇所 を自分な りに見付 け、修正 を加 えていた。

作 成 した文章 を相手校 に送 った。各説明文 に対 して 「分 かる」 「分 か らない」 の評価 を よ り

客観 的にす るため に、読 む側の生徒 もグルー プごとに説 明文 を読 んだ。結果 は、全班 の説 明 文

が 「分か らない くゲ ーム をす るの は無理)」 で あった。「この説明 ではゲ ームがで きない」 との

一22一



結 果 に生徒 たちは当初 かな りシ ョックを受け 、「相手の理解力が足 りないか らだ」 と憤慨 して

いた者 も多か った。そ こで、パ ソ コンの画面 を使 って 「生徒 の作 った文章 の どこが分 か りに く

いか」 を解説 した。その後、相 手か らの細か い質問や教師の指摘 が入 ったプ リン トを基 に文 章

を修正 させ た。そん な中 「こんな説 明 じゃ相手 は分か らない よ」 とい う反省 の声 も何 人かか ら

上が り始 め、生徒 相互 に指摘 し合 って学習す る姿が見 られた。

授業最後 の感想 文 に 「てんの打 ち方 を工夫す る」「『の』 を使いす ぎる と読 み手が分 か りに く

い」 「全体的 な説明 を してお いてか ら細か く説明する」 な ど、説 明文 の基本 的 な書 き方 に触 れ

るような点 を反省 と して上げてい る生徒 が意外 に多か った。

修正個所が指摘されたプリン ト

※網掛けは.教員の指摘
他は相手の賃問a'

「親」というのは何

なんですか

5,プ レイヤー全てのカードがなくなっ 二り、 か5を 配

ります。これの 繰 り返 しで山札がr〈 なるまでゲームを続 けます。

修正中の文章

㌻ 冶の進め方 ※下構 は獺 が記入
1、このゲームは,2-6人 でできます。

2,ま ず、プレイヤーに手札を4枚 ずつ配ります.配 るときは親の 左側か ら.

1枚 ずつ配ります。

3、基本的に.① 場札1枚 と手 札1枚 の数字が同じときカードを、職ることができます。

5,手 札1枚 の数字と、場札2-3枚 の合計が 同じ時も、その場 札を敢る二とができます.

②● 例えば 、手札の1枚 の数字がs,場 札のカードが1,4,6,9,と あった時.

7,プレイヤー全てのカードがなくなったら、また.山札から手札を4教ずつ配ります.

これの繰り返しで山札がなくなるまでゲームを続けます。

8,、 わったときに.場札が残っていても、プレーヤーに加えたりせずにそのままに

9.考 察

授 業の当初 は、 「読点 の打 ち方」 「文体」 「説明文に望 ましくない文型」 「抽 象 的 な表現 ・具

体 的な表現の活用」 な ど、文章技術 を身に付 け させる ことばか りに 目を向 けてい た。 しか し、

日常 の コ ミュニ ケーシ ョンの行 き違 いの大半は 「ものの見方」 「受 け取 り方」 の相 違 か ら来 る

ものであ る。実際 、「この説明ではゲームがで きない」 との評価 を相 手校 か ら受 け た大 半 の原

因は、「こんな こと くらい説明 しな くて もいいだろう」 とい う思い 込み か ら くる説 明不 足 だ っ

た。ほ とん どの生徒 が 「相手 に伝 わる文 を書 くのは とて も難 しい」 「説 明の仕 方 が こん なに難

しい とは思 わなか った」 な ど未知 の事柄 を文章のみで相手 に伝 える困難 さを痛感 して いた。 ま

たその後の生徒の感想 で、「自分が分か るか ら、相手 も分か るだろ うとい う思い こみ をな くし、

もっと分か りやす い言葉 で書 く」 とい う、コ ミュニケーシ ョンに とって一番基本的 な心構 えに

言及 している生徒が何 人かいた。

今 回の授業 の一番大 きな成果 は、 日ごろ自分 たちがいかに読 み手 を考慮 しない 自分 中心 の 文

章 を書 いていたかを生徒 に 自覚 させ た ことであ る。パ ソコンの活用 も意欲 的に学習 に取 り組 ま

せ る大 きな要素 となった。 また、文章 を実際 に読 んで くれる他校 の相手 を設定 したことにより、

生徒 に伝 え合 うことの緊張感 を呼 び起 こす こ とがで きた。今 後 も引 き続 き、高度情報 化社会 に

対応 しうる文章表現 活動 を取 り入れ、相手 の視点 に立 った表現 意識 ・言語 感覚 を磨 かせる指導

を継続 してい きたい。
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V【 ま とめ と今 後 の課 題

1研 究 の まとめ

今 回私 たちは、「伝 え合 う力」 を どの ように育 てるか を研 究 し、様 々 な実 践 を行 った。 高校

生 に、彼 らが仲 間 と語 り合 う時 に示す ような共感や理解 を、仲 間で はない他者 に も示 し、互 い

の思 いや考 え を 「伝 え合 う」意欲 と自信 をもち続 けてほ しいか らであ る。 しか し、 「伝 え合 う

力」 を育 てる ことは簡単で はない。何 をどの ように伝 え合 うのか、その ため には何 が必要 なの

か。 なぜ 「伝 え合 う」 ことが大 切 なのか。私 たちは、今 回の四つの実践 を通 じて、一貫 して こ

れ らの課題 を追究 したが、それは、私たちの授業 の改善 に もつ なが った。

音声言語表現 について は、写真や ビデオを用 いた新 しい教材の開発 や、今 まで見 落 とされが

ちであ った 「聞 くこと」の指導の充実 を図った。生徒 は、様 々な演習 を通 じて、 「聞 くこ と」

の重要性 に気付 き、話合 い にも正確 に聞 く力 と効果的 に尋ね る力が大 切である ことを学 んだ よ

うであ る。 また、「ス ピーチ」の指導では、「考 える力」 を土台 と したス ピーチ発表を目指 した。

さらに、ス ピーチ を一方通行 に終 わ らせず、聞 き手 との相互交信 が深 め られる ような授 業づ く

りを行 った。「写真 」 を用 いてのス ピーチは、生徒 たちにとって新鮮 で あ り、意 欲 的 に取 り組

んだ。

文字言語 表現 について は、歌物語のス トー リー を再 創造 させ 、和 歌 の創作 を通 じて仲 間 と

「伝 え合 う」 こ との楽 しさを体験 した。また、Eメ ール とい う新 しい電 子機 器 を用 い た、 未知

の相手 との交信 にチ ャレンジ し、実用 的な文章を作 る際 の留意点やパ ソコンを使 っての文 章作

成 を学 んだ。生徒 は、相手の立場 に立 って正確 に分か りやす く表現す ることの難 しさを実 感 し

た よ うである。

これ らの指導 を通 して、生徒 は様 々な場面 ・相手 ・目的 に応 じた表現の必要性 を自覚 し、 そ

れ を自己の課題 として取 り組 み始 めた。何 よ りも 「伝 え合 う」 ことの楽 しさを知 り、意欲 的 に

自己 を表現す る とともに他者 を理解す るようになった。今 まで気 が付 かなかった仲間の思 いや

考え を発見 し、新鮮 な驚 きと感動が あった。 また、仲 間や未知の相 手 と 「伝 え合お う」 と試み、

思 いや考 えが伝 わ らなか った体験か ら、身近 な相手に対 して も 「伝 え合 う」 ことがいか に難 し

いこ とか を実 感す るこ ともで きた。いずれ に して も、「伝 え合 う」 ことが人間関係 を築 き、「伝

え合 い」 を続 け ることがそれ を豊か にす ることを生徒 が学 んだこ とは、本研究 の大 きな成果 で

あ る。

2今 後の課題

(1)言 葉 で 「伝 え合 う力」 を育成す るための指導 を、年 間の指導の 中で計画的 に展 開 させ る必

要があ る。単発 的な指導で はな く、音声 言語 と文字言語 それぞれの特性 を踏 まえた、年 間 を

通 して継続 的に実践 を進め る必要がある。

(2}音 声言語表現 の評価 に対す る研 究は、文字言語表現 に比べ るとまだまだ不十分で ある。生

徒 の言語表現 を肯 定的に とらえる ことと、評価の即時性 を大切 にす ることをお さえて、今 後

の研 究 を深 めてい くことが課題 である。

(3}様 々 な場面や相手 に応 じて 「伝 え合 う力」 を育て るような教 材 を開発 す ることが重要 であ

る。 また、視聴覚機器やパ ソコ ン、Eメ ール、 インター ネッ トな どを活用 した、時代の変 化

に応 じた新 しい指導法 の研究が不可欠であ る。
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